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１．はじめに  

 東京国際空港再拡張事業（羽田空港 D 滑走路建設工事）に際し，滑走路島建設予定海域の原地盤に対する

土質調査（追加土質調査）を実施した．本工事では埋立荷重による原地盤の圧密に伴う強度増加をコーン貫入

試験（CPT）で把握しながら施工を進める計画である．そのため，施工管理（安定管理）に用いる土質定数の

初期値の取得を目的とした追加土質調査に CPT を適用している．本稿は，CPT を中心的に用いた空港島建設

予定海域（埋立部）の事前地盤調査結果のうち，埋立工事の調査・設計・施工管理に際して重要となる軟弱粘

性土地盤，いわゆる有楽町層と七号地層の特性について報告する． 

２．CPT 結果から得られた地盤特性  

 追加土質調査位置，実施した試験とその内容については別報1)を参照された

い．図－１は，採取した不撹乱試料に対して実施した各種室内非排水強度試

験結果を示したものである．ここで，図に示す su(mob)は，一面せん断強度

（suf(DST)），簡易 CU 強度（su(SCU)），一軸圧縮強度（qu）を用い，それぞれに

係数 0.85，0.75，0.5 を乗じる2), 3)ことにより求めている．また，su(SCU)に対

する係数（=0.75）は，図－２に示す qu/2 と su(SCU)の関係により決定3)してい

る．当該地盤には中間土が卓越する部分や砂質土層の挟在が認められている1)

が，三種の su(mob)の関係は図－３に示すように一部を除き良く一致している．

図より，qu による su(mob)の評価は粘性土に限定されるが suf(DST)と su(SCU)は中

間土においても適用できることが確認できる．このように，異なる方法によ

り求めた su(mob)を比較検討することにより，当該地盤に対するそれらの適用性

および結果の妥当性の高さを確認した上で，粘性土の su(mob)は 0.85･suf(DST)に

より決定することとした． 

本工事では，調査の迅速性と結果の高い再現性を持つ 4) CPT を施工管理に

適用する予定である．CPT を用いた施工管理を実施するに当たり，測定され

る実コーン先端抵抗（qnet=qt-svo）から su(mob)を算出するためのコーン係数

（Nkt=qnet/su(mob)）を予め求めておく必要がある．図－４は su(mob)と

qnetの関係を示したものである．図には，試料の乱れが無く非排水強

度試験の適用性が確認された su(mob)（=0.85･suf(DST)）およびデータの

急変部を除いた qnetをプロットしている．Nktは，上部有楽町層（Yuc）
については 13.5 を，下部有楽町層（Ylc）と七号地層（Nac）につい

ては 14.0 を採用している．図－４に示すように当該地盤における

Nktのばらつきは少なく，その値は我が国の粘性土に関する既往の調

査結果5)と一致する． 

 図－５は，qnetより Nktを介して求めた su(mob)の深度分布を示した

ものである．図中，前述した当該地盤への適用性が確認された su(mob)

（0.85･suf(DST)，0.75･su(CSU)）も併記している．AP-20m 前後まで覆

土層（Hc）が堆積する箇所も見られるが，それ以深 AP-35m 付近ま

での粘性土は均質であることが確認できる．CPT 結果によれば，AP- 
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図－２ qu/2 と su(SCU)の関係 
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図－１ 室内強度試験結果 
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35～40m に存在する中間土的挙動を示す層とAP-40m～45m の比較的均質な粘性土層およびAP-45m 以深の

砂層が挟在する層に分類できる．それらは室内強度試験結果のみではデータのばらつきと判断され，存在を把

握することが困難であったが，CPT 結果により層序として明確にすることができている． 

３．まとめ  

有楽町層と七号地層の粘性土に関して以下の知見を得た． 

①CPT 結果により，上部有楽町層の均質性が確認でき，下部有楽町層と七号地層は中間土的挙動を示す層と

比較的均質な粘性土層および砂層が挟在する層に分類可能である．②室内強度試験結果のみではデータのばら

つきと判断され存在を把握することが困難である層序構成を CPT により明確にすることができる．③su(mob)

の決定に際し，既往の算定式の適用性および 0.85･suf(DST)を採用する妥当性を確認した．④Nkt は 13.5～14.0
であり，我が国の粘性土に対する既往の調査結果と一致する．なお，本報告は東京国際空港 D 滑走路建設工

事の業務の一環として実施した成果の一部である． 
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図－４ su(mob)と qnetの関係 
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図－３ 三種の su(mob)(0.85suf(DST)，0.75su(SCU)，qu/2)の関係 
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図－５ su(mob)の深度分布 
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